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【諸言】

地域連携薬局、専門医療連携薬局（がん）の認定を受けて
いる中で、SARS-CoV-2によるCOVID-19の治療薬であるモ
ルヌピラビル（ラゲブリオカプセル®）の薬局への配分、患者へ
の提供が始まった。
速やかにモルヌピラビルを提供する為に、地域の基幹薬局
として医療機関と連携を行った事例について報告する。

◆服用における問題点

濃厚接触を避ける必要があり対面での受け渡しが困難
⇒二度の電話にて服薬指導を実施
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当薬局におけるモルヌピラビル受付数は38例となっており、
処方患者の年齢を図3、男女比を図4に示した。

【事例】

◆モルヌピラビル受付患者

病院受診 処方箋受付 内服お渡し

電話
・体調確認
・併用薬確認
・提供時間の確認

電話
・服用方法を
電話にて指導(ⅰ)
・チャイルドロック
解除確認(ⅱ)

・必要に応じて
電話にてフォロー(ⅲ)

【結果】

・事前のフローの作成により、滞りなく提供することができた。
・モルヌピラビル提供後、患者からの問い合わせは
連携医療機関、 当薬局共に0件。

・院内処方の医療機関より問い合わせ
→作成したフローについて説明し、
院外処方として対応

・モルヌピラビルと、2022年2月に新しく販売開始されたCOVID-19の治療薬
であるニルマトレビル錠/リトナビル錠（パキロビッドパック®）において、供給
の役割を担う薬局として選定

・モルヌピラビル受付患者 38件
（COVID-19に関する対応患者数 41件）
・連携医療機関 5ヶ所

※内服後のフォローが必要な患者のみ、
後日電話にてフォローを行った。（3件）

◆札幌市におけるCOVID-19患者数推移

日付 人数

2022/1 16,198

2022/2 42,090

2022/3 24,793

2022/4 30,929

2022/5 25,742

2022/6 9,574

日付 件数

2022/1 7

2022/2 23

2022/3 2

2022/4 4

2022/5 0

2022/6 2

表2.モルヌピラビル
月別受付数

札幌市におけるCOVID-19患者数は2022年以降上昇傾向
にあり、2022/2/5に最大の2369人を記録した。その後減少傾
向（図1）にあり、月別患者数は表1の通りである。

【考察】

・フローを構築し、二度の電話と実物を確認してもらいながら説明することより、
患者のアドヒアランスを維持することができ、適切な治療のサポートを行う事が
出来たと考えられる。

・早急な対応が求められる場合にも各医療機関と連携し、役割を発揮することが
出来た。

⇒基幹薬局として地域の各医療機関と日常的にフロー構築や
情報共有といった連携を行ってく必要がある。

・基幹薬局として地域医療の要となるべく、継続的に医療機関との連携を密に行
い、今後も地域性・情勢に適応した医療を提供していく必要があると考えられる。

表1.月別COVID-19患者数
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図2.モルヌピラビル受付数推移

当薬局において、2022年1月よりモルヌピラビルの受付が始
まり、受付回数が一番多かったのは2月（23件）であった（図
2）。
図1.2より、札幌市におけるCOVID-19患者数がピークとなっ
た2月に、当薬局においても最大の受付件数となっていた。

・新規で発熱外来を始める
医療機関より連絡
→事前に協議を行い、
フローを作成
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SARS-CoV-2：重症急性呼吸器症候群コロナウイルス2

COVID-19：新型コロナウイルス感染症

ⅰ）1回4カプセルを1日2回、5日間経口投与
⇒服用方法の理解が必要

ⅱ）チャイルドロック包装
⇒開封方法の説明が必要

ⅲ）カプセルの全長が21.7mm（０号）と大きい。
⇒状況に応じ、服薬ゼリーの提案

①

②

出典：DATA-SMART CITY SAPPORO

他医療機関との連携

◆指導における問題点

【受診～内服までの流れ】


